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ICT建機技術講習 第2回

OGI infotec株式会社

講師紹介

〇講師名 大木 達則（おおぎ たつのり）

〇現 職 OGI infotec株式会社代表取締役

鶴学園広島工業大学専門学校非常勤講師

JUAVACドローンエキスパートアカデミー認定教官

〇経 歴 大学卒業後大手舗装会社に入社し、2009年MC建機を利用

2014年から建設コンサルタント会社で3次元CADを利用

2017年にコマツレンタルに入社し、中国地方管内のICT活用工事

のサポートを行う。

2018年に同社を退職し、独立
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講習次第（準備工）

１．ICT建機導入（座学）

現場踏査

ＩＣＴ建機の選定

準備工（基準点設置）

２. 実技講習

ローカライゼーション実施

ローカライゼーションデータとりまとめ

ＩＣＴ建機納入指導（コマツカスタマーサポート）

１． ICT建機導入
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１． ICT建機導入

現場踏査

GNSS（世界各国の衛星測位情
報）を利用するタイプが主流
のICT建機では右図のように
上空が開け、衛星補足が容易
なことが導入条件となる。

出典；マルチGNSS測量マニュアル（案）

3Dマシンガイダンス or コントロール建機を現場で利用する前
に絶対に現地調査を行いましょう。

ＧＮＳＳ（人工衛星）が補足できなければ、３Ｄ機能を利用で
きません。

１． ICT建機導入

今回行った事前調査を紹介します。
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１． ICT建機導入

今回行った事前調査を紹介します。

ICT建機の特徴

建機用設計データを作成し、
刃先の位置を確認（マシン
ガイダンス）、あるいは制
御（マシンコントロール）
しながら掘削高さ通りに施
工する。

掘削層

設計床掘高さ

１． ICT建機導入

3次元データを建機
が読み込める
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2019年9月現在、代表的なＩＣＴ建機は以下の表に分類されます。
導入する現場に適した機械を選定しましょう。

１． ICT建機導入

メーカー アンテナ 変換ソフト 強み

小松製作所 TOPCON
TOPCON
3DOffice

メカニックサービス
保有機体数が充実

ＣＡＴ・日立 Trimble
Trimble

Business Center
アンテナの精度

（ユーザーの体験談）

後付けキット
TOPCON
Trimble

各社対応ソフト
現在保有の従来機
に取付けられる

ローカライゼーションのおさらい

１． ICT建機導入

K1 (X1,Y1,FL○○)

K4(X4,Y4,FL○○)

K3 (X3,Y3,FL○○)

K2 (X2,Y2,FL○○)

K1 (緯度,経度,楕円体高)

K4 (緯度,経度,楕円体高)

K2 (緯度,経度,楕円体高)

K3 (緯度,経度,楕円体高)

図面や基準点（座標）

ICT建機（GNSS）

関連付け＝ローカライゼーション
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１． ICT建機導入

現場に基準点を設置します。

現場を取り囲むような
位置に基準点を設置し
ましょう。
ＣＡＤ図面と現地を一
致させる作業です。
図面上の座標点から現
地座標点を求めて、Ｔ
Ｓや杭ナビ等で予め現
地に設置しておきます。
設置後ＧＮＳＳロー
バーで、緯度・経度・
楕円体高を測量します。

１． ICT建機導入

ローカライゼーションは平板測量のようなもの

1/100の図面

1/１の現場 ローカライゼーションの目的
は、電子データを現場サイズ
のスケールに合わせることで
す。通り芯の丁張設置と同じ
ように、３ＤＣＡＤデータを
現地サイズにリアライズする
作業です。
ＩＣＴ建機側ではＧＮＳＳ情
報を読むので、図面の座標情
報をＮ（北南）Ｅ（東西）Ｚ
（高さ）に換算します。
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２． 実技講習

ローカライゼーション方法

ＴＯＰＣＯＮの場合

２． ローカライゼーション

事前準備

データコレクタ（今回はＦＣ２５０）に予め基準点の座標データ
（ＣＡＤから読み取れるＸ，Ｙなど）を入力しておく。

入力する情報は測点名、Ｎ（○○座標）、Ｅ（○○座標） 、Ｚ
（ＦＬ高さ）です。

ＣＳＶデータをＵＳＢメモリなどを用いて入力することもできます。
ただし、入力情報は正確にしないと正しく読み込むことができませ
ん。
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２． ローカライゼーション

現場編

ＧＮＳＳローバーを2脚にセットします。次にデータコレク
タとＧＮＳＳローバーの電源を入れ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
接続します。

事前に準備しておいた基準点に器械を据え付け、データコ
レクタを操作し適切なデータを選択します。そのまま衛星
観測を行い、必要情報を取得します。これを全点で行い、
ＧＣ３ファイルとして測定結果を出力します。

２． ローカライゼーション

建機送信編

先ほど出力したＧＣ３ファイルをＴＯＰＣＯＮの３
ＤＯｆｆｉｃｅを利用して取り込みます。

３ＤＣＡＤを変換したＴＰ３ファイルへＧＣ３ファ
イルを取り込めば建機用３Ｄデータの完成です。

以上をスマコンアプリを利用して建機へ送信し、建
機側から取り込めば作業完了です。
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